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   A case of malignant paraganglioma within the renal sinus is presented. 
   A 51-year-old woman underwent left transabdominal nephrectomy for renal tumor. Patho-
logically, the tumor was malignant nonchromaffin paraganglioma. This tumor seemed to 
originate from parasympathetic paraganglions around the left renal artery. 
   Paraganglioma is rare in the literature. Especially, this may be the first report of such a 
lesion in the renal sinus. 













現 病 歴1984年6月,尿 量 の減 少 を 主 訴に 当科 を 初
診 した.血 液 検 査に て 腎機 能 に 異 常 な く,排 泄 性 腎 孟
造 影 を 施 行 した と ころ,左 腎 孟 腎 杯 の変 形 を 認 め,
CTscanを 施 行 した.CTscanに て 左 腎 内 側に,腫
瘤 陰影 を認 め,左 腎 腫瘍 の疑 い で1984年10月25日に 入
院 した.
入 院時 理 学 的 所 見:身 長152cm,体 重55kg,体 温
36.5℃,血圧135/80mmHg,胸腹 部に 異 常 を 認 め ず,
浮 腫,尿 量 の減 少 も認 め な か った.
検 査 成 績 血 液 一 般;白 血 球6,400/cmm,赤血 球
4,820,000/cmm,Hbl4.59/dl,Hct42.6%,血小 板
287,000/cmm,血液 生 化学;総 蛋 白8.09!dl,GoT
44U,GPT32U,ALP6.3U,LDH338U ,BUN
16.8mg/dl,血清 ク レア チ ニ ン0.8mg/dl,総 コ レス
2028 泌尿紀要31巻II号1985年
テ ロー ル224mg/dl,電解 質 異 常 な し.CRP;陰 性,
血 沈;i3mm/hr..尿検 査;糖(一),蛋 白(一),潜
血(一),沈 渣 に異 常 な し,細 胞 診classII.
レ ン トゲ ン検 査:胸 部単 純X線 に 異常 な く,排 泄 性
腎孟 造 影 に て,左 腎に 重 複 腎 孟 と内 側か らの腎 孟 腎 杯
の圧 排 像 を認 め た(Fig.1).CTscanでは,左 腎 門
















11月5日,全身麻酔下に 根治的 左腎摘除術を 施行し

































































































え られ て お り,現 在 な お,分 類 が 明確 で は な い.
労 神 経 節 組 織 系(paraganglia)が系 統 的 に 理 解 さ
れ る よ うに な った の は 比 較 的 近年 で,1950年,Lattes2)
は労 神 経 節 組 織 系 の 分 類 を 試 み た.こ の組 織 系 は,
1)ク ロム親 和 性 労 神 経 節 組 織(chromaffinpara-
ganglia)とし て,副 腎髄 質 内 の細 胞,お よ びZu-
ckerkandl器官 に 代 表 され る 胸 腰 部 交 感 神経 節 に 沿
う細 胞 群,2)ク ロ ム非 親 和 性 勢 神 経 節 組 織(non-
chromaffinparagangIia)として,頸 動 脈 球(caro-
tidbody),頸静 脈 球(glomusjugulare),節状 神 経
節,大 動 脈球(aorticbody),腹膣 内,後 腹 膜腔 の細
胞 群,大 動脈 周 囲 お よび 下腿 軟部 組 織 に 存 在 す る細 胞
群,3)神 経 筋 動 脈 球(neuromyoarterialglomus)
と して,尾 骨 球,神 経 筋 動 脈球 の3群 で,こ れ らに 由
来 す る 腫瘍 も,1)ク ロム親和 性 労 神 経 節 腫(chro-
maffinparaganglioma),2)クロム非 親 和 性労 神経
節 腫(nonchromaffinparaganglioma)、3)グロム
ス腫 瘍(glomustumor)の3群に 分類 され る.
Mulligan3)はnonchromaffinparagangliaのな
か か ら,chemoreceptor系統 の機 能,組 織 学 的 特 微
を 重 視 し,chemodectomaを独 立 させ た.
い っほ う,所4,5)は,1955年にparagangliontis-
sueとして,特 異 な末 梢 神 経 系要 素 を図 解 し,そ の 発
生 母 地 は 末梢 神 経 系 の走 行 中 に血 管 の分 布 と密 な 関 係
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ム親 和性 の有 無,血 管,神 経 線維 の 分布 程 度 な どは 別
として,paragangliomaとい う名 で統 一 した ほ うが
良 い と述 べ て い る.さ らに 所 は,paragangliomaの
根 本的 性 格 は,豊 富 な血 管 に 外 接 して,こ れ と不 即 不
離 の立 場 に立 つ特 有 な実 質 細 胞 の一 定 の 集 塊 に ほ か な
らず,こ れ に 対 して神 経 線 維 が さ ま ざ まな 量 で 混 合す
るひ とつ のorganoidであ る と述 べ て い る.
しか し,近 年 で は,Glennerら6)が,発生学 的,解
剖学 的 に,extraad「enalPa「aganglionsystemを
分類 し,そ れ に した が っ て,paragangliomaを分 類




gangliomaに分 類 され る.
腎 臓 の神 経 支 配 は,交 感 神 経 と して中 ～ 下 胸 部 内臓
神 経(第10胸 椎 ～第1腰 椎)由 来 の腹 腔 神 経 節 あ るい
る大 動 脈 腎 動 脈 神経 節 と後 腎 神経 節 が あ る.副 交 感神
経 と し ては,迷 走 神 経 由 来 の 腹腔 神 経 叢 お よび 骨盤 内
臓 神 経 の 支 配 を受 け,こ れ らが 腎神 経 叢 を 構成 して い
る(Fig.10).
わ れ われ の症 例 は,こ れ らの 腎動 静 脈 周 囲 のpara-
ganglionを発 生 母 地に した と推 察 され る.さ らに,
グ リメ リウ ム染 色 陰 性 で あ る こ と よ り,副 交 感性 労
神 経 節 組織 由 来 のnonchromaffinparaganglioma
の可 能 性 が高 く,Glennerのい うintravagalpara-
gagliomaに属 す る も の と思 われ る,
また,pheochromocytomaとの鑑 別 も問題 とな る
が,pheochromocytomaをfunctionaichromaffTin
paraganglio・naと考 え れ ば,本 症 例 は 臨 床的 に 高 血
圧 が な く,血 管 造影,手 術 も問題 な く経 過 した こ とか
らnonfunctionalparagangliomaであ った と思わ
れ る.し か し,nonchromaffinparagangliomaに
機 能 の見 られ た 例7)も報告 され て お りchroma任inity
とfunctionの相 関に つ い ては,検 討 の 必 要 が あ る と
思わ れ る.
悪 性 所 見 に つ い て は,桜 井 ら8)は,臨 床 的に 悪 性 例
は 多 い が,組 織学 的 に 判 断 す る こ とは ほ とん ど で きな
い と述 べ て い る.し か し,Lackら9)は,と くに 血 管
内浸 潤 の 有無 が悪 性 の判 定 に 有 効 と報 告 して い る.








































paragangliomaの腎転 移2例15・16)の報 告 が あ る が,
腎洞 に 発 生 した もの は見 あ た らず,自 験 例 が 最 初 と思
われ る.
結 者五ロロ
51歳,女'性 の 腎 洞 内 に 発 生 し たnonchromaffin
malignantparagangliomaを経 験 した の で,若 干 の












4)所 安 夫=末 梢 神 経 系 の 腫 瘍 の 概 念(特 にPara-
ganglionとそ の 腫 瘍 の 内 容).脳 と 神 経7:1～
8,1955
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